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づかされました。過酷な環境でも子どもたちは
一生懸命に暮らし、日々成長している。パレス
チナ人の強さ、人間の強さを感じずにはいられ
ませんでした」。
　2021年 9月まで続くこの支援事業は、医薬
品の提供といった一時的な支援ではなく、知
見の伝達や病院の医療体制の改善という“継続
性 ”を重視したものです。アルクッズ病院で高
められた「救急医療の質」がガザ地区にあるほか
の病院にも浸透していき、子どもたちが生きる
未来においても、1人でも多くの命が救われる
ことが期待されています。

　2019年12月から、パレスチナ・ガザ地区の
病院で日赤による支援がスタートしました。パ
レスチナ赤新月社と約2年にわたって実施され
るもので、日赤の医師や看護師たちが継続的に
現地へ赴いています。
　今もなお、経済封鎖が続き、治安が安定しな
い、パレスチナ・ガザ地区。イスラエル・パ
レスチナ間の衝突の危険は避けられず、調査
のため、10月に渡瀨淳一郎医師（大阪赤十字病
院　国際医療救援部）がガザ地区のパレスチナ
赤新月社のアルクッズ病院とアルアマル病院へ
派遣されていた際も、ロケット弾が飛び交いま
した。同院には数多くの傷病者が運び込まれる
ため、救急医療はニーズが高い分野の一つです。
渡瀨医師は、現地の医療について「もともと高
いレベルを持っている」と評価しつつも、「救急

砲弾が飛び交うパレスチナ・ガザ地区で
日赤による医療支援がスタート

医療の現場で基本的な手順が確立されていない
ため、現地の医師や看護師は自分たちの医療ス
キルを十分に発揮できていない」といいます。

　それらを踏まえて、アルクッズ病院への支援
で大きなテーマとなるのが「救急医療の質」の改
善。渡瀨医師は、現地の病院が培ってきた経験
とともに「知識や情報をプラスして救急医療の
質を上げることが必要」と分析しています。
　また、アルクッズ病院で共に働いた現地ス
タッフの自宅に招かれた渡瀨医師は、この時の
様子を忘れられないエピソードとして次のよう
に語ります。「現地スタッフの子どもたちがダ
ンスを踊る動画を一緒に見て楽しむなど、家族
の日常の様子に触れた一方で、数年前の攻撃で
自宅の窓ガラスが粉々になった時の写真も見せ
てもらい、改めて厳しい状況下であることに気

パレスチナ赤新月社医療支援事業

ある医師の「パレスチナ人とユダヤ人は戦いをやめて仲良くするべきだ」という言葉が胸に刺さったと語る渡瀨医師（前列中央）

2つの病院で行った現地調査と今後の支援をリポートします。

市民の命を救う病院へ
日赤の医師や看護師を派遣

パレスチナ・ガザ地
区にある赤十字国
際委員会（ ICRC）
のオフィスの屋上
には、誤爆を避け
るために赤十字サ
インが掲げられて
いる

過酷な状況を生き抜く
子どもたちの未来のために

パレスチナ

アメリカに残っていた日系人収容所の “ 記憶 ”

　ジャーナリスト志望の若者を対象とする第３回ヤングリポーター・コンペティ
ション（主催・赤十字国際委員会駐日代表部など）で、柳沢直己さんが日本赤十字
社賞を受賞。アメリカ・ユタ州の日系人収容所にまつわる特別寄稿を掲載します。

　壁のようにそびえたつ山々。どこまでも広がる荒野。視線を下に向けると、
木片や建物の基礎のようなものが目に入る。米国ユタ州、トパーズ戦争収容セ
ンターの跡地だ。先の戦争中、アメリカは在米日系人を全米の収容所に収容し
た。日系人が、潜在的な日本のスパイになり得ると考えたからだ。ここは、そ
のうちの一つ。1942年 9月11日から1945年10月31日まで運営され、1万人
以上を収容した。自分の足音以外には何も聞こえてこない。爽やかな風が吹き
抜ける。かつて抑圧の地だったこの場所は、歴史の中に埋もれようとしていた。

写真・執筆◎柳沢直己

トパーズ戦争収容センターの跡地には皿の破片や釘などが今も散らばっていた

p i c t u r e  t e l l s  s t o r i e s

受賞作品全文はこちらからお読みいただけます  ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶
http://jp.icrc.org/event/yrc2019-results/ 
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